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NEWS

現地で交流

第18回総会および第24回全国LD親の会公開フォーラムを下記の日程で行います。
総会議案書・議決権行使書等については、5月上旬に各会あてにメールにてお知らせいたします。
研修会・公開フォーラム・懇親会の申込み等、詳細については各会にご案内済みです。

特定非営利活動法人　全国LD親の会

 2025年4月8日

VOL.

第18回 総会・ 第24回 公開フォーラムのご案内

▪️懇親会

対面＋オンライン
ン

日　時 ： 2025年6月1４日（土）12:30～14:00（12:00～受付）
会　場 ： ベネックス長崎ブリックホール 会議室2.３ （長崎市茂里町2-38）

▪️第18回 総会

日　時 ： 2024年6月14日（土）14:30～16:30
会　場 ： ベネックス長崎ブリックホール 会議室2.3
テーマ ： こどもの活き活き人生を応援する　～感覚統合の考え方を活かして〜
講   師 ： 土田玲子先生 （日本感覚統合学会会長・ NPO法人なごみの杜代表理事）

▪️役員研修会　

6月14日（土）　総会終了後に長崎新地中華街にて懇親会を催します。詳細は別途ご案内します。

対面＋オンライン
ン

第24回全国LD親の会公開フォーラム

　　「発達障害児者のライフステージに応じた専門職の支援と連携　
　　　　　　　　　　　　　　　～作業療法士・言語聴覚士の視点から～」
発達障害の子ども達は、コミュニケ―ションが苦手だったり、落ち着きがない、不器用など、学習や対人
関係等に様々な課題を抱えています。身近で作業療法（感覚統合訓練）や言語訓練を受ける機会は限られ
るかも知れませんが、発達障害の特性の背景（なぜできないのか？）を知ることで、日常生活の中でも意
識的に関わることができます。今回のフォーラムでは、作業療法士・言語聴覚士の立場から、将来の就労
自立に向けて幼少期から大切にしたいことや関わり方のコツ、支援機関との連携等についてお話しいただ
きます。
日　時 ： 2025年6月15日（日）　9：40～15：50（9：10開場）
会　場 ： ベネックス長崎ブリックホール　国際会議場
開催方法：会場開催（定員200名）・リアル配信（会員のみ 定員150名）　　　　　　　　
参加費 ： 当日会場参加　一般1,000円・会員無料／リアル配信(会員のみ) 無料
               一般の方へのリアル配信は行いません。（一般の方は会場参加のみ可能です）
申込み：会員の方は別途、所属会から申込みについてご案内いたします。
主  催 ： NPO法人全国ＬＤ親の会
共  催 ： 長崎発達支援親の会のこのこ
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第24回公開フォーラム　プログラム

メインテーマ：「発達障害児者のライフステージに応じた専門職の支援と連携
　　　　　　　　　                        ～作業療法士・言語聴覚士の視点から～」

  9:45～　基調講演　「発達障害児者の感覚処理と協調運動の問題への支援」
                         　　　      岩永  竜一朗 先生（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科教授）
12:20～   話題提供① 「成人期に向けた自己理解、保護者とのかかわり」
　　　　　　　　　　　　  赤壁 省吾 先生
                                    　（兵庫県 社会福祉法人光会 ちきゅうっこ保育園園長 言語聴覚士)
12:50～　話題提供②「成人期の発達障害者への医療・支援」
                                         水野 健 先生
                                       （東京都 昭和大学附属烏山病院 リハビリテーションセンター 作業療法士)
13:20～　話題提供③「就労支援の現場から考える育みたいスキルとサポート」
                                         加藤 芙美 先生
                                       （長崎県 社会福祉法人ゆめの樹 障害者就労支援事業所桜の庵 作業療法士）
14:10～　パネルディスカッション
15:50　　閉会　　　　　　

　　教育から就業への移行実態調査Ⅴ
ご協力いただき、ありがとうございました

アンケート実施アンケート実施

　2024年度の全国ＬＤ親の会の会員の子どもの構成調査では、18歳以上が会員の約68％になっており、
18歳以上の子どもをもつ会員の割合は年々増加しています。子ども達の教育から就業への移行をどう支え
ていくかが大きな課題となっており、青年期の就労や生活の状況を明らかにするため、
2025年1～3月にWebアンケートを実施し、400名を超える会員の皆様にご回答いただき
ました。ご協力いただき、誠にありがとうございました。今後、集計結果を報告書として
まとめ、行政機関などへの要請や理解啓発に活用させていただきます。

お知らせお知らせ 「ディスレクシア」について知ってもらおう！！
　　　　～毎年10月を「ディスレクシア月間」に～

　一人でも多くの方にディスレクシアについて知っていただき「ディスレクシアだから大丈夫！」と思って
いただける社会をめざそうと、日本でLD/ディスレクシアに関連した事業を実施している主要6団体が、
毎年10月にいろいろな企画に取り組んでいます。
　発達性ディスレクシアがあると活字印刷物を読むことがとても困難で、内容の理解が難しくなり、印刷さ
れた文字からの情報が得にくくなります。そのため、2019年6月21日、本が読みづらい人の読書環境を改
善するための「読書バリアフリー法」が成立し、地域の図書館は「読書」に困難がある障害者が利用しやす
い資料（点字図書・拡大図書・録音図書・電子データなど）を充実させることが盛り込まれています。
　全国LD親の会では、読書バリアフリー法の持つ意味を改めて考えることをディスレクシア月間の取り組み
として位置づけ、地域の公立図書館および学校図書館におけるバリアフリー図書の充実を求めています。
2025年も加盟各会に「読書バリアフリー法による情報保障を求める要望書」を公立図書館・学校図書館を
管轄する部署宛に提出するお願いをしていきます。



特別支援教育支援員、学習支援員、介助員だけでなく、学童保育・放課後等デイサービスなど
発達障害児の支援を行っている方に必要な知識やスキルを織り込んでいます。平成21-22年度
文部科学省の委託事業で策定したカリキュラムに沿った講座で、配信期間中、ご自宅等で何度
も講義を視聴することができます。
　

2025年度  特別支援教育支援員養成ビデオ講座　　
　　発達障害児の支援に必要な知識やスキルが学べます！

◆プログラム
2025年8月20日（水）～9月1日（月）配信
1、特別支援教育概論　　100分
  　　竹田契一先生(大阪教育大学名誉教授)
2、学校・学級での支援の仕方　　60分　　担任との連携の仕方30分
　　　小田浩伸先生(大阪大谷大学教育学部教授)
3、子どもへの対応の基本　　90分
　　　笘廣みさき先生(一般社団法人発達支援ルームまなび理事)

2025年9月3日（水）～9月15日（月）配信
4、主な障害の特性と理解(知的、身体、視、聴覚)　90分
5、主な障害の特性と理解(発達障害)　　90分
　　　花熊暁先生(愛媛大学名誉教授)
6、ペアレント・トレーニングの視点　　90分
　　　今村佐智子先生(一般社団法人発達支援ルームまなび理事)

2025年9月17日（水）～9月29日（月）配信
7、社会性コミュニケーションの困難とサポート方法90分
8、行動面の困難とサポート方法　　90分
　　　伊丹昌一先生(梅花女子大学心理こども学部心理学科教授)
9、介護・介助の基礎、移動介助　　90分
　　　小田浩伸先生(大阪大谷大学教育学部教授)

2025年10月1日（水）～10月13日（月）配信
10、聴覚障害への対応方法　　60分　
　　　能美由希子先生(筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター)
11、視覚障害への対応方法　　60分
　　　氏間和仁先生(広島大学大学院人間社会科学研究科教授)
12、自立生活面の困難とサポート方法　　60分
13、学校生活面の困難とサポート方法　　60分
　　　松久眞実先生(桃山学院大学人間教育学部教授)

2025年10月15日（水）～10月27日（月）配信
14、特別支援教育コーディネーターからのレクチャー　　90分
　　　今村佐智子先生(一般社団法人発達支援ルームまなび理事) 
15、支援員として活動して　　60分
　　　支援員3名・今村佐智子先生
16、読み書きの困難とサポート方法　　80分
17、言葉(聞く、話す)の困難とサポート方法　　40分
　　　村井敏宏先生
          (青丹学園発達・教育支援センターフラーテルL.C. 所長）

2025年10月29日（水）～11月10日（月）配信
18、算数の困難とサポート方法　　120分
　　　栗本奈緒子先生(大阪医科薬科大学LDセンター言語聴覚士)
19、教材・教具の利用方法　　120分
　　　山田充先生
          (大阪市教育委員会インクルーシブ教育推進室通級アドバイザー)

ご案内

◆受講申込方法
（1）お申込み
【一般】peatix申込ページから　
　https://supporters2025-
   jpald.peatix.com

【会員】会員専用申込ページから
   https://forms.gle/
   wmcjVgF8q4wNr8yy7

（2）募集期間：
　　　2025年4月8日～7月21日

　全講習を受講した方に、講座修了
　証をお渡しします。
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◆受講費：
・一般 21,370円
　(テキスト代1000円・送料370円込)

・会員 17,370円
　(テキスト代1000円・送料370円込)

※詳しくは全国ＬＤ親の会のHPをご覧ください。 →



　学校で使用しているGIGA端末を自分の学び方に合わせて文房具のように使うことを目指した「GIGA端
末活用講座」第２回は「読みの支援」をテーマに、全国で主に採用されているiPad、Windows、
ChromeBookの３つの端末それぞれの「読み」に関する準備についてわかりやすく説明していただきまし
た。また、読みの苦手さへの手立てとして、小学校で使用されている市販テストを読み上げさせる方法や、
ドリルやウェブページの読み上げ、読書の方法などについても様々な方法を教えていただきました。

　第３回は「書きの支援」について、前回と同じく３つの端末それぞれの「書き」に関する下準備の仕方を
学び、その後「書き」を助ける手立てとしてタイピングやノートテイク、作文への手立てなどを学びまし
た。参加の皆さんは、手元にGIGA端末を置いて触りながらの参加なので、話を聞くだけよりわかりやすか
ったのではないかと思います。チャットを上手に使って、わからないことがあるとその場ですぐ質問してく
ださり、やりとりしながら進めていくことができ、質問された方だけでなく参加者皆さんにとっても学びが
深まったように感じました。

　２回目の講座の後、講座でわからなかったことや、活用していくうちに出てくる疑問や悩みに答えられる
ように、全国LD親の会のオープンチャットを作成しました。その場で聞き逃したことや、わからなかった
ことを質問するだけでなく、お互いに家庭や学校で取り組んでいることを紹介し合うことができ、良い情報
交換の場になっています。

第２回　 読みの支援（２０２４年１１月１０日（日）　　参加者：１８名）
第３回　 書きの支援（２０２５年　２月２３日（日）　　参加者：３１名）

講師：宮﨑　舞さん（学び方が違う子の親の会ルピナス副代表、LDのためのサイト「カラフルバード」主宰）

GIGA端末活用講座　多様な学びを探しに行こう報告
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新入会 宮城「り～る」のご紹介　（関東・東北ブロック）
　新たに全国LD親の会に「り〜る」さんが入会されました。宮城県内の発達障害や学習障害に
より困り感を持つ子ども達と保護者を対象に、子も親も自分らしく、自分自身でいられるよう
な活動をしていきたいとのことです。2024年1月に設立したばかりですが、情報共有のための
交流会、合理的配慮やICT の使い方の学習会を開催するなど精力的に活動されています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公式Instagramはこちら→

お知らせ 全国LD親の会のSNSを開設しました！
全国LD親の会の活動や情報を発信しています。　いいね！ やシェアをお願いします。

全国LD親の会HP
https://www.jpald.net/

X
https://x.com/jpald_npo

Facebook
https://www.facebook.com/npojpald/

instagram
https://www.instagram.com/jpald_npo/

https://www.instagram.com/real.in.miyagi/
https://www.instagram.com/real.in.miyagi/
https://www.instagram.com/real.in.miyagi/
https://www.instagram.com/real.in.miyagi/
https://www.instagram.com/real.in.miyagi/


行政勉強会　報告　
◆テーマ ： 「こども家庭庁　発達障害児支援施策について」
　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　2024年12月22開催 　参加者51名
　 講   師 ：     今出大輔氏　（こども家庭庁 支援局 障害児支援課 発達障害児支援専門官）
  
　今出専門官より、こども政策・最近の動向・地域の体制整備についてお話しいただき
ました。こども家庭庁のスローガンは「こどもまんなか」。こども大綱が掲げる「こどもまんなか社会：全てのこど
も・若者が身体的・精神的・社会的に幸福な生活を送ることができる社会」を目指し、様々な施策が進められているこ
とが分かりました。改正児童福祉法が令和６年４月より施行され、各地域で児童発達支援センターを中核とした地域の
支援体制の整備・強化が進められます。このような様々な支援施策があるのに、教育や福祉の現場に周知されていなか
ったり、地域格差（自治体による差）も課題となっています。親の会としても、ライフステージを通じた切れ目のない
支援がなされるよう、様々な制度や施策について継続して学んでいきたいと考えています。

◆テーマ：「高等学校における障害のある生徒の社会への円滑な移行に向けた進路指導と
　　　　　　連携の進め方等に関する研究」の報告・解説

　　　2025年2月20日開催　参加者22名（平日開催のため、3月23日に録画配信　参加者45名）
    講　師　：　伊藤由美氏
                         （国立特別支援教育総合研究所　インクルーシブ教育システム推進センター総括研究員）
　高校卒業後、進路先で困難さを抱える生徒については、学校段階から卒業後を見据えた指導・支援を行うことや、進
路先へ情報の確実な引継ぎを行うことが重要であることが指摘されています。
今回は、研究代表者である伊藤先生から、高等学校・大学・企業を対象とした調査から「発達障害等のある学生の現状
や進路指導の課題と支援事例」について分かりやすく説明していただきました。大学・企業で適応困難が生じた背景と
して「本人の自己理解の不足」「進路先に対するイメージの持ちづらさ」「メンタルの安定」等の課題が明確になりま
した。報告の中に「親や先生から言われたので入学したという学生が多く、入学後の目標がほぼ無い。何を学び、身に
つけるのか“めあて”を本人としっかり話しあってほしい（私立大学・学生支援センター）」との指摘がありました。
大学・企業では、自分自身で合理的配慮の申請をする必要があるため、「本人が主体的に動くこと」「具体的に相談で
きる力」が重要であるとのお話があり、親としてもそうしたことを意識しながら、本人の自己理解やスキルを育んでい
かなければと再認識できました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告書は、特総研ＨＰからダウンロードできます。

　　＜ 書籍案内 ＞
「事例で学ぶ！　発達障害のある高校生の進路指導ガイド」
      独立行政法人国立特別支援教育総合研究所　編著　　　
      明治図書　　　価格：1650円（税込）

こども家庭庁HP掲載の
「障害児支援施策について」

報告

オンライン各会役員交流会報告
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◎ 第4回役員交流会 12月14日（土） 13名参加

　　2024年度は「親の会の組織の在り方を考える交流会」として、親の会の課題について継続的に

　　話し合いました。12月の交流会でも以下のような現状が語られました。

　　・会員が減ってしまい、長年続けてきた教室や事例検討会を継続することが難しくなっている。

　　・地域ごとの支部に分かれて活動しているが、支部の活動を支える役員のなり手がない。

　　・役員も子どもが青年期の人が多く、学齢期の催しを頻繁に開催することが難しい。

　　・情報が欲しいだけで催しへの参加が少なく、親の会の良さを経験してもらう場がない。

 　そうした中でも「親の会は絶対必要で全国のつながりは大切。若い世代にどう伝えて行くか」「お互　　

　 い親も子も顔が見える関係作りが大切」といった意見があり、引き続き考えていきたいと思います。

    その他、30周年・35周年を迎える会があり、周年行事をどうするかといった話題もありました。

 ◎ 第5回役員交流会 2月22日（土） 21名参加

    文部科学省・厚生労働省・こども家庭庁への予算要望事項について話し合いました。

     次回4月12日の役員交流会でも引き続き検討します。

～最新の動向について学んでいます～

～全国の仲間と交流しています～



 

　全国の青年たちが交流できるイベントとして、オンライン交流会を開催しました。第1回は12月8日に、テーマを
「鉄道とゲーム」として開催し、鉄道好き・ゲーム好きの青年が参加してくれました。はじめに全体で自己紹介をし
て、途中でブレイクアウトルームに分かれて、鉄道・ゲームそれぞれの話題で盛り上がりました。お年頃の青年たち
なので、恋愛や結婚についての話でも盛り上がり、一緒に参加したファシリテーター役の保護者も若いころを思い出
し、終始笑顔が絶えない楽しい会となりました。 また、青年たちがお互いに「頑張って」「また参加したい」「リア
ルで会いたいな」と声をかけあったりしているのも印象的でした。
　第2回は3月16日に「春だ！旅に出よう」と題して開催しました。近畿ブロックからの参加が多かったの
で、大阪万博やユニバーサルスタジオの話題や行ってみたいところ、ご当地グルメの話題で盛り上げりまし
た。毎回、どんな話が聞けるか楽しみです！

一般社団法人日本発達障害ネットワーク（JDDNET)より　
　日本発達障害ネットワーク(JDDnet）は、発達障害関係の全国および地方の障害者団体や親の会、学会・

研究会、職能団体などを含めた幅広いネットワークです。2024年度に設立20周年を迎え、以下のように

第20回記念年次大会を開催しました。

     テーマ：発達障害の今までとこれからの展望　〜JDDnet20年のあゆみ〜

     日時：2024年12月21日（土）

     会場：東京商工会議所　渋沢ホール（対面開催）

     内容：記念講演「発達障害の今までとこれからの展望〜JDDnetの意義と課題〜」市川宏伸先生

　     　　シンポジウム①「発達障害者支援　多職種連携の意義・専門職の意味」

　　     　シンポジウム②「発達障害の理解〜発達障害者支援法をめぐる現状と課題〜」

全国特別支援教育連盟より　

日本障害者協議会の取り組み
                                                 ～ノーマライゼーションの実現をめざした活動～　

報告

報告

報告

　日本障害者協議会（JD）は、障害の種別や立場や考えの違いを尊重し合いながら、「完全参加と平等」
「ノーマライゼーション」の実現をめざしています。誰もが日々の生活や権利が保障される社会の仕組みを
どう作っていくのか、一人一人の立場や意見も異なるので、方向性を見つけていくのは大変難しいことです。
しかし、ＪＤの企画に参加すると、意見交換を重ね、お互いの思いを知ることの大切さをいつも痛感します。
   ●特別セミナー：2025年3月8日(土)
    「なぜ、現行の年金・雇用制度では自立できないのか！　―障害者の所得保障のあり方を問う―」
     特別シンポジウムでは、精神障害・難病・内部障害のある人、そして無年金の障害者、それぞれの立場から   
     の意見を聞くことができました。
   ●障害者権利条約、総括所見（勧告）についての会員間意見交換会
    「障害者権利条約実現への道」と題して、JD加盟団体対象の意見交流会が開催されました。
       第1弾 労働及び雇用について:　2024年10月29日
       第2弾 総括所見が指摘する精神医療・保健・福祉について：2024年12月17日   
       第3弾 教育をめぐる課題について：2025年2月27日

　全国特別支援教育推進連盟は、教育・福祉・労働・医療等関係機関と連携して特別支援教育の更なる充実
を目指しています。全国特別支援学校校長会・特別支援学校PTA連合会・当事者団体等が加盟しています。
◆第46回全国特別支援教育振興協議会を開催しました
　日時：令和6年12月6日（金）　
　会場：国立オリンピック記念青少年総合センター　国際会議室
　テーマ：　「インクルーシブ教育システムの充実を目指して」
　午前は、文部科学省・こども家庭庁の行政説明、午後は令和５年度文部科学省委託事業「発達障害のある
児童生徒等に対する支援事業」の報告とシンポジウム「ライフステージ移行期における支援の連続性の実現
を目指して」が開催され、全国LD親の会　井上理事長もシンポジストとして登壇しました。    
配布資料の一部が連盟のホームページにアップされています。　https://suishinrenmei.jimdosite.com/
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報告報告 オンライン青年交流会　～ 全国の青年が交流しています ～　



　全国LD親の会発足当時ほとんど知られていなかったLD（学習障害）ですが、1992年文部省にLD
等に関する協力者会議が設置されて、教育現場でのLD児への支援についての取り組みが始まりまし
た。そして、200５年4月、ようやく「発達障害者支援法」施行となり、発達障害児者への支援が法
的に位置づけられました。2025年度は、まさに発達障害者支援法施行20周年にあたるのです。
　
　発達障害者支援法施行により、発達障害者支援センターが各都道府県、指定都市に設置され、医
療、保健、福祉、教育、労働等の現場での取組も年々拡充されてきました。一方で、乳幼児期から高
齢期までの切れ目のない支援や家族への支援など、よりきめ細かな対応が求められてきたことから、
2016年5月に発達障害者支援法が改正されました。この改正では、個々の規定見直しだけでなく、共
生社会の実現を念頭に置いて、「発達障害者が基本的人権を享有する個人としての尊厳にふさわしい
日常生活又は社会生活を営むことができるようにすること」や「障害に基づく差異を否定的な評価の
対象としてではなく人間の多様性の一つとして尊重し、全ての国民が、障害の有無によって分け隔て
られることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に資すること」が規定さ
れています。
　
　発達障害者支援法が成立した時、私たちは「発達障害児者への支援をお願いした時、もう断られる
ことはない」と大変嬉しく思いました。しかし、施行後20年が経過した今も、「支援を受けられてい
ない」という訴えは多く、法律ができてからの活動こそが実は大切なのだと痛感しています。発達障
害者支援法ができても、やはり制度の谷間に置かれてしまう人は存在します。また、逆に制度がある
と個々の規定に則っているか否かの議論に終始する場合も決して少なくありません。だからこそ、
2016年5月の改定で加えられた共生社会の実現に関する理念が必要なのだと
つくづく感じるのです。
　
　全国LD親の会の「ＬＤなどの発達障害ある人の人権が守られ、
生き生きと暮らすことのできる社会の実現を求める活動」は
まだまだ道半ばであり、かけはし100号もその通過点にあります。
より広く、たくさんの方々と繋がりながら、歩みを進めていこうと
思っています。

紙面リニューアルのお知らせお知らせ
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　おかげさまで機関紙「かけはし」は100号発行となりました。
100号を記念して、紙面をリニューアルし、題字は富山ゆうの会の青年に書いていただきました。
より分かりやすく親しみやすい「かけはし」にしていきたいと思っています。

全国LD親の会は1990年2月に「全国学習障害児・者親の会連絡会」として9団体で活動をはじめ、
2008年10月にＮＰＯ法人全国ＬＤ親の会として、新たなスタートを切りました。1992年4月に
機関紙「かけはし第1号」を発行し、それから33年を経て100号を発行することができました。
これまで活動を支えてくださった皆様に感謝申し上げます。引き続きご支援・ご指導のほどよろ
しくお願いいたします。

ごあいさつ
　　～かけはし100号・全国LD親の会活動の通過点～　

　理事長　井上 育世



              ＮＰＯ法人全国LD親の会活動報告
　　　　　     ～オンラインを活用して全国の各会会員と交流しています！！～
2024年
10月27日 音声教材学習会録画配信（オンライン）　　12月22日 行政勉強会「こども家庭庁施策」
12月01日 音声教材学習会録画配信（オンライン）　　2025年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
12月07日 特別支援教育支援員養成ビデオ講座 　　　　 2月20日 行政勉強会「高等学校における　　             
　　          　受講者交流会＆相談会（オンライン）　      　　　　　　　　　　移行支援と進路指導」
12月08日 全国青年交流会（オンライン）　                   2月22日 各会役員交流会（オンライン）
12月14日 各会役員交流会（オンライン）　　　　　　   3月16日 全国青年交流会（オンライン )
　　　      　

     理事会開催報告
 ●第58回理事会報告
     開催日: 2025年11月11日（日）20:00～20:30
     [決議] 宮城県の親の会り～るの団体正会員としての入会を決議した。
 ●第59回理事会報告
     開催日: 2025年2月16日（日）16:00～16:30
     [決議] 第39回評議員会における審議結果を審議し、全員一致でこれを承認した。

ネットで見てもより見やすい紙面を目指しました。
以下のように見出しを色分けしています。
　知っておいてほしい事
　これからの活動予定
　活動の報告

寄付のお願い　全国LD親の会をご支援くださいお願い
NPO法人全国ＬＤ親の会は、LDなど発達障害の理解啓発や研究事業、
本人・家族への支援事業に取り組んでいます。
活動をより充実させるため、ご支援のほどお願いいたします。

発 行：特定非営利活動法人全国ＬＤ親の会　　
発行人：井上　育世
事務局：〒 151-0053　
東京都渋谷区代々木2-26-5 バロール代々木415
TEL/FAX:03-6276-8985 
E-MAIL:jimukyoku@jpald.net
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　会員の方には機関紙かけはし・メールにて情報提供、ブロック活動へ参加できます。
    正会員団体・・・ 各地で活動しているLD等の親の会で、全国LD親の会の活動目的に賛同する団体
    準会員団体・・・ ＬＤ等の親の会で、将来、正会員団体としての入会を目指す団体
    個人準会員・・・ 全国ＬＤ親の会の正会員団体がない県に居住する、発達障害の子どもの保護者の方
    賛助会員 　・・・全国ＬＤ親の会の活動をサポートしていただける個人ないし団体
 　　　　　　　　　 賛助会員も、講座やフォーラムに会員価格で参加できます。
　　　　　　　　　（賛助会員の年会費は、個人3,000円・団体5,000円です。）

入会案内 　　会員募集しています ！ご案内

振込先 ： 郵便振替口座：00120-3-52748 　特定非営利活動法人全国ＬＤ親の会
 通信欄に「寄付」とご記入下さい。

報告

編集後記
スマホでQRコードを読み込みやすくし、フォント
をUDデジタル教科書体にしました。今後いっそう
会員の皆さんのリアルな声を発信したり、親しみや
すい紙面にしていきたいと思っています。


